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は
じ
め
に
　
　

　
一
七
八
八
年
三
月
に
制
定
さ
れ
た
宣
言
法
（D

eclaratory Act, 
1788

）
（
１
）

は
、
一
七
八
七
年
秋
頃
よ
り
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
領

イ
ン
ド
（
２
）
へ
の
イ
ギ
リ
ス
正
規
軍
増
派
を
め
ぐ
る
政
府
と
東
イ
ン
ド

会
社
と
の
対
立
に
端
を
発
し
た
正
規
軍
イ
ン
ド
派
遣
論
争
の
帰
結

で
あ
っ
た
。
一
七
八
七
年
秋
に
、
政
府
の
イ
ン
ド
担
当
部
局
（
通

称Board of Control, 

以
下
Ｂ
Ｏ
Ｃ
）
は
、
正
規
軍
（
３
）

を
イ
ン
ド
へ

増
派
す
る
こ
と
を
決
め
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
役
員
会
（
理
事
会
：

Court of D
irectors

）
（
４
）
は
こ
れ
を
承
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
イ

ン
ド
会
社
の
株
主
総
会
（Court of Proprietors

）
は
こ
れ
に
反

発
し
、
役
員
会
に
承
認
の
撤
回
を
求
め
た
。
以
降
、
こ
の
正
規
軍
の

イ
ン
ド
派
遣
問
題
を
契
機
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
上
で
、
政
府
と
東
イ

ン
ド
会
社
と
の
対
立
が
表
面
化
し
て
ゆ
く
。
こ
の
対
立
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ

の
中
心
人
物
で
あ
り
、
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
事
実
上
の
「
イ
ン
ド
担

当
相
」
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
・
ダ
ン
ダ
ス
（H

enry D
undas, later 

1st Viscount M
elville

）
に
よ
る
宣
言
法
制
定
を
も
っ
て
一
応
の

決
着
を
み
た
。

　
一
七
八
八
年
の
宣
言
法
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
下
院
で
は
、
東
イ
ン
ド

会
社
の
イ
ン
ド
統
治
を
監
督
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
よ
っ
て
毎
年
「
イ
ン
ド

　
論
文

　「
イ
ギ
リ
ス
下
院
に
お
け
る
『
イ
ン
ド
予
算
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の
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場
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予
算
」
演
説
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
財
政

問
題
を
中
心
と
す
る
イ
ン
ド
問
題
が
毎
年
の
よ
う
に
下
院
で
議
論
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
「
イ
ン
ド
予
算
演
説
」
と
表
記
す

る
が
、
そ
の
本
質
は
「
イ
ン
ド
財
政
報
告
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
連

す
る
一
連
の
議
論
も
含
め
て
「
イ
ン
ド
予
算
演
説
」
と
す
る
。

　
一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
予
算
制
度
は

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
「
イ
ン
ド
予
算
」
は
、

一
九
世
紀
以
降
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
そ
も
そ
も
当
該
期
の
イ
ン
ド

予
算
は
、
制
度
上
イ
ギ
リ
ス
国
家
財
政
に
組
み
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、

Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
監
督
下
に
お
か
れ
た
「
東
イ
ン
ド
会
社
財
政
」
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
で
は
、
一
八
世
紀
末
の
イ
ン
ド
予
算
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。
実
の
と
こ
ろ
、
同
時
代
人
の
な
か
で
も
、
イ
ン
ド
予

算
の
実
態
を
把
握
し
た
り
理
解
し
た
り
で
き
た
者
は
ほ
ん
の
わ
ず
か

で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
英
領
イ
ン
ド
に
関
す
る
史
料
集
『
イ
ン
ド
に

お
け
る
ブ
リ
テ
ン
』
の
解
説
も
触
れ
て
お
り
、
一
八
世
紀
の
イ
ン
ド

予
算
に
つ
い
て
史
料
上
の
困
難
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
５
）

。本
稿
で
は
、

宣
言
法
以
降
に
毎
年
下
院
で
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
イ
ン
ド
予

算
演
説
の
検
討
を
軸
に
し
て
、
一
八
世
紀
末
の
イ
ン
ド
財
政
問
題
を

イ
ギ
リ
ス
政
治
の
文
脈
か
ら
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

問
題
の
所
在

　
本
稿
の
対
象
と
す
る
一
八
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
国
内
外
か
ら

の
挑
戦
に
よ
っ
て
名
誉
革
命
体
制
の
動
揺
が
み
ら
れ
、
同
時
に
帝
国

の
再
編
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
帝
国
の
な
か
で
も
イ
ン
ド
は
、
一
八
世

紀
後
半
か
ら
、
国
内
政
治
家
の
な
か
で
徐
々
に
そ
の
重
要
性
を
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
北
米
植
民
地
の
独
立
を
経
て
、
そ
の

重
要
性
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
一
八
世
紀

後
半
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
重
要
性
の
急
速
な
高

ま
り
は
、
一
七
七
三
年
の
ノ
ー
ス
規
制
法( N

orth’s Regulating 
Act) （

６
）や

一
七
八
四
年
の
ピ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
法( Pitt’s India Act （
７
）

)

と
い
っ
た
法
制
史
上
の
画
期
と
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
ド
法
制
定
に
至
る

一
連
の
問
題
が
同
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
上
の
主
要
な
出
来
事
に
絡

ん
だ
こ
と
な
ど
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス

政
治
史
に
お
い
て
、
一
八
世
紀
後
半
の
イ
ン
ド
問
題
に
か
か
わ
る
議

論
は
、
一
七
八
四
年
イ
ン
ド
法
制
定
ま
で
を
対
象
と
し
、
そ
れ
以
降

の
時
期
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
一
八
世
紀
金
融
史
を
専
門
と
し
た
サ
ザ
ラ
ン
ド
は
著
書
『
一
八
世

紀
政
治
に
お
け
る
東
イ
ン
ド
会
社
』
に
お
い
て
、
一
八
世
紀
後
半
に

お
け
る
東
イ
ン
ド
会
社
問
題
を
政
治
的
側
面
か
ら
検
討
し
た
（
８
）
。
経
済

史
家
ボ
ー
エ
ン
は
、
そ
の
著
書
『
歳
入
と
改
革
』
に
お
い
て
、
同

じ
く
政
治
的
側
面
に
も
か
な
り
の
比
重
を
お
い
て
一
七
七
〇
年
代

か
ら
八
〇
年
代
の
イ
ン
ド
問
題
を
検
討
し
た
（
９
）

。
こ
れ
ら
の
研
究
に

代
表
さ
れ
る
既
存
研
究
に
お
け
る
イ
ン
ド
問
題
の
政
治
的
展
開
は
、

一
七
八
四
年
ピ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
法
へ
至
る
過
程
と
し
て
描
か
れ
、
イ
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ン
ド
法
制
定
以
後
の
小
ピ
ッ
ト
政
権
期
に
も
継
承
さ
れ
た
イ
ン
ド
問

題
の
政
治
的
課
題
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
小
ピ
ッ
ト
政
権
期

の
イ
ン
ド
問
題
の
要
は
、
一
七
六
〇
年
代
か
ら
イ
ギ
リ
ス
政
治
が
イ

ン
ド
問
題
の
核
と
し
た
「
イ
ン
ド
の
富
」
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
イ
ン
ド
へ

の
関
心
は
、一
七
八
四
年
イ
ン
ド
法
制
定
で
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、

一
七
九
〇
年
代
ま
で
の
連
続
性
の
な
か
で
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
既
存
研
究
は
、
政
治
的
側
面
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
そ
の

主
眼
は
金
融
や
経
済
の
問
題
に
あ
り
、
あ
く
ま
で
東
イ
ン
ド
会
社
研

究
な
い
し
金
融
・
経
済
史
の
成
果
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
研

究
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
文
脈
で
イ
ン
ド

財
政
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

論
文
構
成
お
よ
び
史
料

　
以
下
本
稿
で
は
、
第
一
節
で
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
一
八
世
紀

イ
ギ
リ
ス
史
に
お
け
る
イ
ン
ド
財
政
問
題
を
整
理
す
る
。
第
二
節
で

は
、
下
院
に
お
け
る
イ
ン
ド
財
政
問
題
の
議
論
を
確
認
す
る
た
め

に
、
一
七
八
七
年
か
ら
九
三
年
ま
で
の
下
院
で
の
イ
ン
ド
予
算
演
説

を
、
年
次
を
お
っ
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
こ
こ
で
は
、
主
に
下
院
議
事

録
な
ど
の
議
会
関
連
刊
行
物
を
史
料
と
す
る
。
第
三
節
で
は
、
第
二

節
で
み
た
よ
う
な
下
院
に
お
け
る
イ
ン
ド
財
政
を
中
心
と
し
た
イ
ン

ド
関
連
の
議
論
を
、
新
聞
記
事
や
政
治
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
同
時

代
刊
行
物
を
主
な
史
料
と
し
て
、
同
時
代
人
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
た

の
か
考
察
し
て
ゆ
く
。
最
後
に
、
一
八
世
紀
末
の
イ
ン
ド
予
算
演
説

の
は
じ
ま
り
の
意
義
を
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
政
治
史
の
文
脈
に
位
置

づ
け
、
論
を
結
び
た
い
。

一
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
に
お
け
る
イ
ン
ド
財
政
問
題

　
七
年
戦
争
の
終
結
し
た
一
七
六
三
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
カ
ナ
ダ

と
イ
ン
ド
の
双
方
か
ら
フ
ラ
ン
ス
を
追
い
出
す
こ
と
に
成
功
し
、
歴

史
家
ケ
イ
ン
と
ホ
プ
キ
ン
ズ
の
い
う
と
こ
ろ
の
最
大
の
植
民
商
業
国

家
（colonial and com

m
ercial pow

er

）
と
な
っ
た（
（1
（

。
断
続
的

な
戦
争
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
が
負
っ
た
莫
大
な
戦
費
は
効
率
的
な
行

財
政
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
が（
（1
（

、
当
該
期
イ
ギ
リ
ス
の
抱

え
た
財
政
的
困
難
は
容
易
に
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
植
民
地
イ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
不

可
欠
の
資
産
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
イ
ン
ド

も
ま
た
大
き
な
負
債
を
抱
え
て
い
た
。
英
領
イ
ン
ド
の
拡
大
は
、
莫

大
な
経
費
を
必
要
と
す
る
イ
ン
ド
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。さ
ら
に
イ
ン
ド
負
債
の
肥
大
化
す
る
要
因
に
は
、

本
国
人
に
よ
る
イ
ン
ド
の
富
へ
の
過
剰
評
価
も
あ
っ
た
。

　
一
八
世
紀
後
半
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
イ
ン
ド
問
題
の
展
開
は
、

一
七
五
七
年
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦
い
か
ら
一
七
六
五
年
の
デ
ィ
ワ
ニ
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（
徴
税
権
）
獲
得
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
豊
饒
な
ベ

ン
ガ
ル
地
方
の
事
実
上
の
支
配
者
と
な
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
同

時
期
か
ら
同
社
に
よ
る
利
益
の
増
大
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
利
益

増
大
は
対
貨
な
く
し
て
獲
得
さ
れ
た
東
洋
物
産
の
売
り
上
げ
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
人
々
は
、
こ
の
利
益
増
大
を

「
東
洋
か
ら
送
金
（rem

ittance

）
を
う
け
た
」
と
記
し
た（
（1
（

。
ま
た
、

東
イ
ン
ド
会
社
が
ベ
ン
ガ
ル
の
支
配
者
と
な
り
、
そ
の
統
治
権
を
掌

握
し
た
こ
と
は
、
貿
易
会
社
で
あ
る
同
社
が
「
貿
易
外
収
支
」
を
獲

得
し
た
こ
と
を
意
味
し
た（
（1
（

。

　
こ
の
よ
う
な
東
イ
ン
ド
会
社
の
イ
ン
ド
で
の
活
動
に
対
す
る
イ
ギ

リ
ス
政
府
の
関
心
は
、
財
政
的
必
要
か
ら
急
速
に
高
め
ら
れ
た（
（1
（

。
主

に
貿
易
や
財
政
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド
の
関
係
を

論
じ
た
松
井
透
は
、
会
社
の
獲
得
し
た
貿
易
外
収
支
の
受
益
者
で

あ
っ
た
東
イ
ン
ド
会
社
の
株
主
お
よ
び
会
社
社
員
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

の
三
者
に
よ
る
競
合
が
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
送
金
要
求
を
高
め
て

い
っ
た
こ
と
を
、
一
七
八
四
年
ピ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
法
制
定
ま
で
の
政

治
的
過
程
で
注
目
す
べ
き
事
実
と
し
て
強
調
し
た（
（1
（

。
こ
の
指
摘
は
、

ま
さ
に
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
政
治
上
の
イ
ン
ド
問
題
の
核
心
を
突
い

て
い
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
イ
ン
ド
か
ら
の
送
金
手
段
と
し
て
、
貿

易
外
収
支
を
イ
ン
ド
の
物
産
に
換
え
て
、
そ
れ
を
ロ
ン
ド
ン
へ
送
っ

た
。
そ
れ
は
、
商
業
上
は
原
価
の
三
割
に
も
及
ぶ
欠
損
を
生
む
生
糸

の
購
入
に
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
同
じ
く
一
八
世
紀
に
お
い
て
は

東
か
ら
西
へ
動
い
て
い
た
綿
布
も
、
商
品
で
あ
る
よ
り
は
「
送
金
の

途
」で
あ
っ
た（
（1
（

。
さ
ら
に
、地
方
貿
易（
ア
ジ
ア
域
内
貿
易: Country 

Trade

）
に
お
け
る
イ
ン
ド
‐
中
国
間
貿
易
の
発
展
も
ま
た
、
中
国

の
茶
で
送
金
を
行
う
と
い
う
計
画
か
ら
始
ま
っ
た（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、

松
井
論
文
が
明
示
す
る
と
こ
ろ
の
東
洋
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
か
ら
の
送

金
は
イ
ギ
リ
ス
へ
輸
出
す
る
商
品
の
購
入
（
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン

ト
）（
（1
（

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
の
問
題
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
支
配
下
の
イ

ン
ド
の
商
業
制
度
を
批
判
し
た
一
七
八
三
年
の
『
下
院
特
別
委
員
会

第
九
報
告
書
』
で
も
次
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。「
ベ
ン
ガ
ル
の
収

入
の
一
部
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
輸
出
さ
れ
る
物
資
を
購
入
す
る
た

め
に
取
り
お
か
れ
、
こ
れ
が
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
た
。

…
イ
ン
ド
窮
乏
化
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
巨
額
の
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ

ン
ト
が
イ
ン
ド
の
富
と
繁
栄
の
尺
度
と
し
て
公
衆
一
般
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
き
た（
（2
（

。」

　
一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
な
か
で
、
イ
ン
ド
財
政
の
問

題
と
は
、
イ
ン
ド
の
富
を
い
か
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
送
金
す
る
か
、

と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
人
々
は
、
豊
か
な
イ

ン
ド
と
そ
こ
で
獲
得
さ
れ
た
イ
ン
ド
の
富
を
信
じ
過
大
評
価
し
た

が
、『
第
九
報
告
書
』
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
富
の
尺
度
と
な
っ

て
い
た
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
は
東
イ
ン
ド
会
社
に
巨
額
の
負
債
を

負
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
次
節
以
降
で
、
こ
う
し
た
イ
ン
ド
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財
政
問
題
が
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ

た
の
か
み
て
ゆ
こ
う
。

二
　
下
院
に
お
け
る
イ
ン
ド
予
算
演
説

下
院
に
お
け
る
イ
ン
ド
問
題
の
展
開

　
そ
も
そ
も
下
院
で
イ
ン
ド
関
連
の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
一
七
六
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た（
（2
（

。
イ
ギ
リ
ス
政
府
に

よ
る
最
初
の
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
経
営
問
題
へ
の
介
入
は
一
七
六
六

年
に
は
じ
ま
り
、
翌
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
イ
ン
ド
問
題
の
調
査

委
員
会
が
は
じ
め
て
設
置
さ
れ
た（
（2
（

。
一
七
六
三
年
に
終
結
し
た
七
年

戦
争
の
影
響
を
受
け
て
、
一
八
世
紀
前
半
を
通
し
て
安
定
し
て
い
た

東
イ
ン
ド
会
社
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
関
係
が
一
七
六
〇
年
代
に
変

化
し
は
じ
め
た
こ
と
が
、
背
景
に
あ
っ
た
。
戦
後
の
経
済
・
社
会
的

不
安
は
東
イ
ン
ド
会
社
に
も
影
響
し
、
一
七
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
国

家
と
の
関
係
、
イ
ン
ド
で
の
活
動
、
社
員
の
ふ
る
ま
い
な
ど
多
く
の

側
面
に
お
い
て
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
政
治
家
と
公
衆
の
監
督
の
目

に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た（
（2
（

。
こ
の
頃
に
は
、
イ
ギ
リ
ス

国
内
の
政
治
家
た
ち
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
も
た

ら
さ
れ
る
「
イ
ン
ド
の
富
」（w

ealth of India

）
を
「
国
家
の
救

済
」（redem

ption of a nation

）
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

イ
ン
ド
で
獲
得
さ
れ
る
領
土
や
そ
の
収
入
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
で
は

な
く
国
王
の
権
利
に
属
す
る
と
考
え
た（
（2
（

。

　
一
七
八
八
年
宣
言
法
が
前
年
か
ら
の
イ
ン
ド
へ
の
正
規
軍
増
派
を

め
ぐ
る
論
争
に
端
を
発
し
た
こ
と
は
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
が
、
イ
ン

ド
へ
の
軍
隊
派
遣
に
か
か
わ
る
一
連
の
問
題
は
、
一
七
五
四
年
の
抗

命
法（
（2
（

で
規
定
さ
れ
て
以
来
、
と
く
に
毎
年
議
論
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

は
な
く
、
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
規
定
が
確
認
さ
れ
た
り

修
正
・
追
加
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
へ
の
軍
隊

派
遣
の
問
題
が
、
ほ
と
ん
ど
下
院
で
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
軍
隊
を
派
遣

す
る
権
限
は
国
王
大
権
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
軍
隊
派
遣
の
諸

費
用
負
担
や
、
イ
ン
ド
に
展
開
す
る
既
存
兵
力
と
し
て
の
東
イ
ン
ド

会
社
軍
と
の
関
係
な
ど
の
諸
問
題
が
東
イ
ン
ド
会
社
と
い
う
私
企
業

の
権
利
に
絡
む
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
理
由
も
、
国
王
な
い
し
私

的
領
域
と
い
う
議
会
の
干
渉
を
本
来
受
け
る
べ
き
で
な
い
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
下
院
で
の
議
論
に
持
ち
込
む
こ
と
が
極
力
避
け
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
一
七
八
七
年
か
ら
八
八
年
の
正

規
軍
の
イ
ン
ド
派
遣
論
争
の
な
か
で
も
議
論
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
予
算
演
説
―
一
七
八
七
年
か
ら
九
三
年

　
最
初
に
イ
ン
ド
予
算
演
説
と
同
様
の
演
説
が
下
院
で
な
さ
れ
た
の

は
、
管
見
の
限
り
で
は
一
七
八
七
年
で
あ
る
。「
同
様
の
演
説
」
と

い
う
の
は
、
議
会
両
院
委
員
会
へ
の
付
託
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
本
国
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「
イ
ギ
リ
ス
下
院
に
お
け
る
『
イ
ン
ド
予
算
』
の
登
場
」（
鹿
野
）

と
イ
ン
ド
に
お
け
る
年
次
収
支
お
よ
び
負
債
（debt

）
に
つ
い
て
の

議
会
へ
の
会
社
財
政
報
告
と
い
う
形
式
お
よ
び
演
説
内
容
に
お
い
て

同
様
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
本
稿
で
は
こ
の
一
七
八
七
年
か

ら
検
討
対
象
と
す
る
。

　
一
八
世
紀
末
に
お
い
て
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
イ
ン
ド
予
算
演

説
は
、
一
七
九
三
年
の
ダ
ン
ダ
ス
の
演
説
で
あ
ろ
う
。
同
演
説
に
お

い
て
、
ダ
ン
ダ
ス
は
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
は
じ
ま
り
か
ら
こ
の
年

ま
で
の
六
年
を
総
括
し
て
い
る
。
こ
の
翌
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
対

仏
戦
争
中
に
よ
る
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
政
策
そ
の
も
の
が
影
響
を
う
け

た
。
一
七
九
三
年
は
対
仏
戦
争
の
開
戦
だ
け
で
な
く
、
東
イ
ン
ド
会

社
の
特
許
状
更
改
の
年
に
も
あ
た
り（
（2
（

、
同
社
の
貿
易
独
占
権
に
若
干

の
修
正
が
加
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
再
編
成
も
行
わ
れ
て
お

り
、
正
式
に
長
官
職
が
設
定
さ
れ
初
代
長
官
に
ダ
ン
ダ
ス
が
任
命
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
、
一
七
九
三
年
ま
で
を
一
つ
の
区
切

り
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
一
七
八
七
年
五
月
七
日
、
イ
ン
ド
か
ら
の
収
入
報
告
を
検
討
す
る

議
会
委
員
会
で
イ
ン
ド
問
題
の
状
況
を
正
確
に
把
握
す
べ
く
議
論
が

始
ま
っ
た（
（2
（

。
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
会
社
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
イ
ン

ド
で
の
負
債
は
九
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
ダ
ン
ダ
ス
は

こ
の
負
債
の
大
部
分
は
会
社
の
イ
ン
ド
財
源
で
十
分
支
払
い
可
能

で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
財
源
の
詳
細
に
つ
い
て
彼
は
、
イ
ン
ド

か
ら
の
最
新
か
つ
信
頼
で
き
る
情
報
と
し
て
イ
ン
ド
総
督
コ
ー
ン

ウ
ォ
リ
ス
（Charles Cornw

allis, 2nd Earl, and later 1st 
M

arquess

）
の
手
紙
を
も
と
に
、
イ
ン
ド
で
の
収
入
を
ベ
ン
ガ
ル
、

マ
ド
ラ
ス
、
ボ
ン
ベ
イ
の
各
管
区
の
状
況
か
ら
イ
ン
ド
全
体
の
収
支

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る（
（2
（

。
本
国
へ
宛
て
た
手
紙
の
な
か
で
コ
ー
ン

ウ
ォ
リ
ス
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
送
る
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
に
よ

る
「
イ
ン
ド
で
の
負
債
」（debts in India

）
の
妥
当
性
に
言
及
し
、

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
負
債
」（debts at hom

e/in E
ngland

）
に

つ
い
て
も
調
査
す
る
必
要
を
訴
え
た
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
、
こ
の

論
点
を
採
択
さ
れ
る
べ
き
も
っ
と
も
政
治
的
議
案
で
あ
る
と
考
え
、

こ
れ
ら
の
点
を
含
め
た
イ
ン
ド
予
算
決
議
に
先
立
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
の
負
債
に
関
す
る
調
査
の
必
要
性
を
指
摘
し
た（
（2
（

。
本
稿
で
は
、

詳
細
な
数
字
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
年
の
報

告
で
は
、
一
七
九
〇
年
に
は
イ
ン
ド
負
債
は
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
ポ

ン
ド
に
な
る
だ
ろ
う
と
試
算
し
て
い
る（
（3
（

。
こ
れ
ら
の
試
算
の
背
景
に

は
、
日
に
日
に
増
加
す
る
会
社
の
商
業
が
あ
げ
ら
れ
、
イ
ン
ド
貿
易

と
中
国
貿
易
の
項
目
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
る
な
か
、
収
入
が
大
き
く

増
大
し
て
い
る
こ
と
に
疑
念
の
余
地
は
な
い
と
さ
れ
た
。こ
の
点
は
、

議
論
の
な
か
で
複
数
人
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
（
ま
た
は
ベ
ン
ガ
ル
等
の

特
定
の
地
域
）
が
「
繁
栄
し
て
い
る
」（flourishing

）
と
い
う
趣

旨
の
発
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
も
裏
付
け
ら
れ
る（
（3
（

。

　
翌
一
七
八
八
年
五
月
二
三
日
、
東
イ
ン
ド
会
社
役
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
報
告
書
を
検
討
す
る
両
院
委
員
会
が
開
か
れ
、
ダ
ン
ダ
ス
が
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イ
ン
ド
予
算
を
公
表
し
た（
（3
（

。
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
一
七
八
七
年
か
ら

八
八
年
の
正
規
軍
イ
ン
ド
派
遣
論
争
を
経
て
宣
言
法
制
定
以
後
と

な
っ
た
こ
の
年
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
は
、
前
年
に
比
べ
ず
っ
と
詳
細

な
報
告
と
な
っ
て
い
る
。
形
式
と
し
て
は
、
委
員
会
付
託
に
は
じ
ま

り
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
を
公
表
し
、
議
論
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
一

連
の
流
れ
が
固
ま
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
そ
の
も
の

も
、
ベ
ン
ガ
ル
、
マ
ド
ラ
ス
、
ボ
ン
ベ
イ
、
バ
ン
ク
ー
レ
ン
及
び
ペ

ナ
ン
、
最
後
に
総
括
が
な
さ
れ
る
と
い
う
基
本
的
な
枠
組
み
が
設
定

さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
は
、
た
ん
な
る

予
算
報
告
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
財
政
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
イ

ン
ド
に
関
す
る
一
連
の
問
題
を
議
論
す
る
場
と
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
こ
の
年
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
冒
頭
で
、
ダ
ン
ダ
ス
は
、「
委

員
会
の
忍
耐
力
を
長
く
侵
害
す
る
必
要
は
な
い
」
と
不
必
要
な
論
点

の
展
開
を
退
け
る
べ
く
牽
制
し
た（
（3
（

。
続
い
て
、
彼
は
、
ベ
ン
ガ
ル
か

ら
順
に
詳
細
な
収
支
報
告
を
し
た
う
え
で
総
括
を
述
べ
、
決
議
案
を

提
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ッ
シ
ー
（W

illiam
 

H
ussey

）
や
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
（Philip Francis
）
な

ど
か
ら
ダ
ン
ダ
ス
の
報
告
す
る
数
字
の
詳
細
―
例
え
ば
そ
の
正
確
性

等
―
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
加
え
て
イ
ン
ド
総
督
コ
ー
ン
ウ
ォ

リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
現
地
で
指
揮
す
る
人
々
の
権
限
や
資

質
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た（
（3
（

。
こ
れ
ら
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
再
度
ダ

ン
ダ
ス
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
決
議
案
が
同
意
さ
れ
た
。
同
月
二
六

日
に
は
、
委
員
会
に
よ
っ
て
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
内
容
を
確
認
す

る
程
度
の
議
論
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
決
議
さ
れ
た（
（3
（

。

　
一
七
八
九
年
七
月
一
日
、
前
年
と
同
じ
く
委
員
会
付
託
の
動
議
に

は
じ
ま
り
、
ダ
ン
ダ
ス
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
予
算
演
説
が
行
わ
れ
た（
（3
（

。

こ
の
年
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
は
、
昨
年
同
様
に
、
ベ
ン
ガ
ル
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
別
の
収
支
報
告
と
総
括
が
な
さ
れ
、
決
議
案
が
提
示

さ
れ
た
。
そ
の
後
、幾
人
か
の
質
疑
に
は
じ
ま
り
議
論
が
展
開
さ
れ
、

決
議
同
意
ま
で
一
連
の
形
式
通
り
に
展
開
さ
れ
た
。
翌
一
七
九
〇
年

も
同
様
の
形
成
で
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
基
づ
き
下
院
で
議
論
が
展
開

さ
れ
た（
（3
（

。
三
月
三
一
日
に
議
論
が
は
じ
め
ら
れ
、
決
議
案
が
同
意
さ

れ
る
と
四
月
一
九
日
に
委
員
会
報
告
が
受
理
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
五

月
三
日
、
こ
の
四
月
の
イ
ン
ド
予
算
報
告
書
に
対
し
イ
ン
ド
に
お
け

る
会
社
財
政
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
反
小
ピ
ッ
ト
の

ホ
イ
ッ
グ
政
治
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
テ
ィ
ア
ニ
ー
（G

eorge Tierney

）

に
よ
っ
て
委
員
会
再
付
託
の
動
議
が
提
出
さ
れ
た（
（3
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て

再
度
い
く
ら
か
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
こ
の
動
議
は

否
決
さ
れ
た
。
一
七
九
一
年
に
は
、
五
月
二
四
日
に
イ
ン
ド
予
算
演

説
が
、
例
年
通
り
の
形
式
で
行
わ
れ
、
長
い
議
論
の
末
、
決
議
の
同

意
に
至
っ
た（
（3
（

。
一
七
九
二
年
は
、
六
月
五
日
に
イ
ン
ド
予
算
演
説
が

行
わ
れ
た（
（4
（

。
こ
の
年
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
も
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
形
式

で
あ
っ
た
が
、
一
つ
異
な
る
点
と
し
て
、
総
括
の
次
に
、
こ
れ
ま
で

主
に
総
括
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
イ
ン
ド
負
債
に
関
す
る
一
つ
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の
ま
と
ま
っ
た
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
七
八
七
年

以
来
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
中
心
的
な
論
点
が

イ
ン
ド
負
債
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
七
九
三
年
も
、
二
月
二
五
日
に
イ
ン
ド
予
算
演
説
が
行
わ
れ

た（
（4
（

。
こ
の
年
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
は
、
委
員
会
付
託
の
手
法
や
ベ
ン

ガ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
に
お
け
る
各
会
社
領
土
の
収
支
報
告

を
行
う
と
い
う
点
で
は
例
年
ど
お
り
の
形
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

本
節
序
盤
で
触
れ
た
と
お
り
、
こ
の
年
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
お
い

て
ダ
ン
ダ
ス
は
、「
毎
年
、
下
院
に
お
い
て
イ
ン
ド
の
問
題
の
状
況

を
報
告
す
る
慣
例
を
導
入
し
て
今
年
で
六
年
と
な
っ
た
」
と
述
べ

て
、
例
年
通
り
の
ベ
ン
ガ
ル
等
の
各
収
支
を
ま
と
め
た
の
ち
、
そ
れ

以
上
に
時
間
を
か
け
て
こ
れ
ま
で
の
六
年
間
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
の

際
の
議
論
の
論
点
を
ま
と
め
た
。
い
く
つ
か
の
論
点
に
整
理
さ
れ
て

お
り
、
最
初
に
概
括
さ
れ
た
の
は
、
イ
ン
ド
負
債
額
と
そ
の
利
率
お

よ
び
利
息
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ン
ド
負
債
額
に
関
す
る
論
点
が
、

前
年
に
す
で
に
一
つ
の
項
目
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

も
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
お
け
る
中
心
的
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

も
は
や
疑
い
な
い
。
ま
た
、
例
年
の
ご
と
く
質
疑
さ
れ
て
い
た
イ
ン

ド
貿
易
―
当
該
期
に
お
い
て
は
中
国
貿
易
も
含
む
―
に
つ
い
て
も
整

理
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
づ
き
、
会
社
会
計
の
剰
余
金
の
割
り
当
て

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
ダ
ン
ダ
ス
は
、
こ
れ
ら
剰
余
金
は
第
一
に

会
社
の
イ
ン
ド
負
債
の
削
減
に
充
て
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
提
案
し

て
お
り
、
こ
の
ダ
ン
ダ
ス
の
考
え
は
一
七
八
七
年
の
最
初
の
時
か
ら

一
貫
し
て
い
た
。
こ
の
時
の
演
説
内
容
で
は
、
イ
ン
ド
負
債
の
削
減

方
法
に
つ
い
て
詳
細
ま
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が
一
七
八
七

年
か
ら
毎
年
述
べ
て
き
た
内
容
か
ら
は
、
イ
ン
ド
な
い
し
中
国
に
お

け
る
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
が
主
に
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
発
生
し
た
イ
ン
ド
負
債
の
支
払
い
方

法
と
し
て
、
イ
ン
ド
で
の
支
払
い
と
本
国
で
の
支
払
い
と
の
二
通
り

あ
る
が
、
為
替
の
問
題
か
ら
本
国
で
の
支
払
い
を
最
良
と
考
え
て
い

た（
（4
（

。
ダ
ン
ダ
ス
は
、
最
終
的
に
一
八
の
決
議
案
を
提
案
し
、
議
事
録

に
よ
れ
ば
論
争
な
く
本
決
議
案
は
同
意
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当

該
年
が
東
イ
ン
ド
会
社
の
特
許
更
新
の
年
に
あ
た
り
、
イ
ン
ド
予
算

演
説
と
は
別
に
特
許
更
新
問
題
が
長
く
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
、
イ

ン
ド
問
題
関
連
の
主
要
な
議
論
展
開
は
こ
こ
で
は
な
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
例
外
的
に
一
七
九
三
年
は
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ

以
外
の
年
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
際
の
議
論
で
ど
の
よ
う
な
論
点
が

あ
が
っ
て
い
た
の
か
整
理
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
議
論
に
お
い
て
発

言
す
る
顔
ぶ
れ
と
し
て
は
、
例
年
さ
ほ
ど
変
化
は
な
く
、
先
に
触
れ

た
フ
ラ
ン
シ
ス
等
に
加
え
、
イ
ン
ド
で
の
勤
務
経
験
の
あ
っ
た
ス

コ
ッ
ト
少
佐
（John Scott

）
や
イ
ン
ド
問
題
に
関
心
の
深
い
エ
ド

マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
（Edm

und Burke

）
等
が
い
た
。

　
基
本
的
に
、
会
社
の
財
政
問
題
を
中
心
と
し
て
い
た
の
で
、
最
初
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に
展
開
さ
れ
た
議
論
は
、
イ
ン
ド
予
算
報
告
の
中
核
と
な
っ
て
い
た

会
社
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
収
支
に
関
す
る
点
で
あ
っ
た
。
報
告
の
基

に
な
っ
て
い
る
の
は
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
な
の
で
、
数
字
上

の
誤
り
を
指
摘
す
る
よ
り
も
そ
の
報
告
の
正
確
性
・
妥
当
性
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
報
告
中
に
省
略
さ
れ
る
ベ
ナ
レ
ス
や
ア

ワ
ド
地
方
に
関
す
る
収
支
や
統
治
の
問
題
、
塩
や
阿
片
の
販
売
に
つ

い
て
、
ま
た
全
イ
ン
ド
の
収
入
の
大
半
を
占
め
る
ベ
ン
ガ
ル
土
地
収

入
に
関
す
る
点
、
年
々
発
展
し
つ
づ
け
る
中
国
貿
易
な
ど
が
論
点
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
軍
事
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用
だ
け
で
な
く
配

備
の
問
題
と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
軍
隊
の
比
率
の
問
題
が
議
論

さ
れ
た
。
し
か
し
、
ど
の
点
も
ダ
ン
ダ
ス
に
よ
る
イ
ン
ド
予
算
報
告

の
根
幹
を
揺
る
が
す
よ
う
な
指
摘
は
な
く
、
概
し
て
前
イ
ン
ド
総
督

ヘ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
期
お
よ
び
現
総
督
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
期
を
中
心

と
し
た
商
業
や
行
政
の
政
策
な
ど
の
詳
細
を
確
認
す
る
程
度
の
議
論

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
七
九
〇
年
の
例
外
的
な
再
付
託
動
議
の

提
出
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
ぼ
平
穏
に
決
議
案
が
同
意
さ
れ
た
。

三
　
議
会
内
外
の
イ
ン
ド
政
策
を
め
ぐ
る
議
論

　
前
節
に
み
て
き
た
下
院
で
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
は
、
新
聞
記
事
と

し
て
報
道
さ
れ
る
な
ど
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
議
会
外
で
も
部

分
的
な
が
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た（
（4
（

。
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
な

か
に
は
、
数
十
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
小
冊
子
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
う
し
た
出
版
物
は
、
新
聞
記
事
以
上
に
詳
細
に
下
院
で

の
演
説
そ
の
も
の
や
一
連
の
議
論
を
議
会
外
に
も
た
ら
し
た
。
本
節

で
は
、
こ
う
し
た
同
時
代
出
版
物
に
お
け
る
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
関

わ
る
叙
述
を
も
と
に
、
同
時
代
人
が
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

イ
ン
ド
予
算
演
説
の
新
聞
報
道

　
ま
ず
、
新
聞
に
お
け
る
報
道
記
事
を
み
て
ゆ
こ
う
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
主
要
新
聞
に
は
下
院
情
報
記
事
の
枠
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
基
本
的
に
イ
ン
ド
予
算
演
説
は
こ
の
枠
内
で
報
道
さ
れ
た
。
例

え
ば
、
一
七
八
七
年
五
月
一
〇
日
付
『
タ
イ
ム
ズ
』（The Tim

es

）

で
は
、「
議
会
情
報
」（Parliam

entary Intelligence

）
欄
に
四

段
落
程
度
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
そ
こ
で
は
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
の

演
説
そ
の
も
の
は
一
切
触
れ
ら
れ
ず
、
情
報
源
の
イ
ン
ド
総
督
コ
ー

ン
ウ
ォ
リ
ス
の
手
紙
が
議
場
に
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
な
い
点

を
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
が
指
摘
し
、
そ
れ
に
対
し
手
紙
そ

の
も
の
を
議
会
に
提
示
し
な
い
こ
と
が
委
員
会
の
信
頼
性
を
揺
る

が
す
こ
と
は
な
い
と
反
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
道
し
て
い
る（
（4
（

。
ま

た
、
一
七
八
九
年
六
月
二
五
日
付
同
紙
の
同
欄
で
は
、
演
説
や
議

論
の
内
容
に
触
れ
る
こ
と
な
く
二
行
の
み
「
イ
ン
ド
予
算
（EAST 

IN
D

IA BU
D

G
ET

）：
ダ
ン
ダ
ス
氏
が
同
日
同
夜
に
イ
ン
ド
報
告
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書( East India Accounts)

を
提
出
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
」
と

あ
る（
（4
（

。

　
一
七
九
〇
年
三
月
一
二
日
付
同
紙
は
、
前
年
同
様
に
「
下

院
（
三
月
一
一
日
火
曜
日
）」
の
欄
で
「
イ
ン
ド
予
算
（IN

D
IA 

BU
D

G
ET

）：
ダ
ン
ダ
ス
氏
は
、
火
曜
日
夜
に
イ
ン
ド
予
算
（E

ast 
India B

udget

）
を
提
出
す
る
こ
と
を
議
会
に
知
ら
せ
た
」
と
触

れ
た
。
同
記
事
の
数
項
目
上
に
は
、「
イ
ン
ド
報
告
書
（EAST 

IN
D

IA ACCO
U

N
TS

）：
モ
ー
ト
ン
氏
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
歳

入
に
関
し
て
、
イ
ン
ド
館
（India H

ouse, 

東
イ
ン
ド
会
社
本
社

の
通
称
）
か
ら
報
告
書
を
提
出
し
た
」
と
い
う
記
事
も
み
ら
れ
る（
（4
（

。

続
報
と
し
て
三
月
二
五
日
付
同
紙
に
は
、「
下
院
（
三
月
二
四
日
水

曜
日
）」
の
欄
に
「
イ
ン
ド
報
告
書
：
モ
ー
ト
ン
氏
が
東
イ
ン
ド
会

社
か
ら
報
告
書
を
提
出
し
た
」
と
い
う
記
事
と
、「
イ
ン
ド
予
算
：

ダ
ン
ダ
ス
氏
は
、
翌
水
曜
日
に
東
イ
ン
ド
報
告
を
検
討
す
る
委
員
会

に
付
託
す
る
旨
を
告
知
し
た
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た（
（4
（

。
こ
こ

ま
で
、ほ
ん
の
数
年
分
の
記
事
の
み
例
に
あ
げ
て
き
た
が
、同
じ
『
タ

イ
ム
ズ
』
の
記
事
で
あ
っ
て
も
、
用
語
が
曖
昧
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
と
く
に
一
七
九
〇
年
三
月
一
二
日
付
お
よ
び

二
五
日
付
の
記
事
で
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
議
会
へ
の
報
告
書
提
出

と
、
そ
れ
に
基
づ
く
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
よ
る
イ
ン
ド
予
算
演
説
と
が
別
項
目

の
記
事
と
な
っ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

　
同
紙
は
一
七
九
〇
年
三
月
三
一
日
に
実
際
に
下
院
で
イ
ン
ド
予
算

演
説
が
公
表
さ
れ
る
と
、
翌
日
に
は
そ
の
内
容
ま
で
と
り
あ
げ
て
記

事
に
し
た（
（4
（

。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
一
七
九
〇
年
に
は
、
四
月
に
一

度
は
決
議
さ
れ
た
イ
ン
ド
予
算
演
説
が
テ
ィ
ア
ニ
ー
に
よ
っ
て
再
付

託
す
べ
く
動
議
が
提
出
さ
れ
た
。同
紙
は
こ
の
時
も
記
事
を
掲
載
し
、

そ
の
議
論
に
つ
い
て
も
や
や
詳
細
に
触
れ
た（
（4
（

。
一
七
九
〇
年
以
降
に

は
、
実
際
に
下
院
で
イ
ン
ド
予
算
演
説
が
公
表
さ
れ
る
以
前
の
準
備

段
階
の
時
点
か
ら
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
な
い
し
関
連
す
る
東
イ
ン
ド

会
社
の
情
報
が
議
会
情
報
と
し
て
記
事
と
な
り
、
時
に
は
イ
ン
ド
予

算
演
説
と
議
論
や
そ
の
後
の
動
向
ま
で
あ
る
程
度
の
紙
幅
を
割
い
て

報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

関
係
者
に
よ
る
出
版
物
―
議
会
外
論
争

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
新
聞
報
道
は
、
や
や
詳
細
に
内
容
ま
で
記

事
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
情
報
量
に
は
限
界
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
お
け
る
演
説
内
容
を
掲

載
し
た
小
冊
子
や
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
関
す
る
問
題
提
起
な
ど
を

行
う
政
治
的
小
冊
子
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
著
者
は
、
テ
ィ
ア

ニ
ー
や
ス
コ
ッ
ト
少
佐
の
よ
う
な
下
院
で
の
議
論
に
直
接
参
加
し
て

い
た
人
物
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
東
イ
ン
ド
会
社
社
員
や
イ
ン
ド
問
題

に
関
係
す
る
人
物
の
場
合
も
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
見
て
ゆ

こ
う
。

　
ス
コ
ッ
ト
少
佐
は
、
イ
ン
ド
で
の
勤
務
経
験
も
あ
る
軍
人
で
イ
ン
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ド
問
題
に
精
通
し
た
人
物
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
議
会
で

も
イ
ン
ド
問
題
関
連
の
議
事
に
は
積
極
的
に
発
言
し
て
い
た
。彼
は
、

イ
ン
ド
問
題
に
関
す
る
複
数
の
小
冊
子
を
出
版
し
て
い
た
が
、
イ
ン

ド
予
算
演
説
に
関
し
て
も
一
七
八
七
年
に
同
年
の
下
院
で
の
イ
ン
ド

予
算
演
説
の
際
の
発
言
を
出
版
し
て
い
る（
（5
（

。
一
七
八
七
年
は
イ
ン
ド

予
算
演
説
が
は
じ
め
て
な
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
先
に
見
た
『
タ
イ
ム

ズ
』
紙
以
外
の
新
聞
で
も
イ
ン
ド
予
算
の
詳
細
な
内
容
や
ス
コ
ッ
ト

少
佐
等
に
よ
る
議
論
ま
で
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ジ
ョ
ン
・
プ
リ
ン
セ
プ
（John Prinsep

）
は
、
在
印
勤
務
経

験
の
あ
る
東
イ
ン
ド
会
社
社
員
で
イ
ン
デ
ィ
ゴ
貿
易
に
貢
献
し
た
人

物
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
後
、
下
院
議
員
に
も
な
っ

た（
（5
（

。
プ
リ
ン
セ
プ
は
、
得
意
の
イ
ン
ド
の
商
業
問
題
に
関
し
て
い
く

つ
か
の
小
冊
子
を
著
し
て
お
り
、
彼
の
著
作
の
出
版
は
と
り
わ
け

一
七
九
〇
年
代
に
集
中
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
版
物
に
お
い
て
イ
ン
ド

予
算
演
説
に
関
す
る
記
述
も
含
ま
れ
て
い
た
。
例
え
ば
一
七
九
一
年

の
著
作
で
は
、
た
び
た
び
ダ
ン
ダ
ス
の
下
院
で
の
イ
ン
ド
予
算
報
告

に
お
け
る
情
報
を
引
用
し
て
い
る（
（5
（

。
た
だ
し
、
彼
の
関
心
は
商
業
・

貿
易
に
あ
り
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
お
け
る
議
論
そ
の
も
の
に
直
接

関
与
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
の
出
版
物
は
、
イ
ン
ド
の

商
業
や
貿
易
に
精
通
す
る
商
人
と
し
て
、
よ
り
専
門
的
な
情
報
を
公

に
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
す
で
に
登
場
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
テ
ィ
ア
ニ
ー
は
、
下
院
で

の
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
議
論
に
も
大
い
に
関
与
し
た
人
物
だ
が
、
関

連
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
出
版
し
た
。
一
七
九
〇
年
出
版
の
『
ヘ

ン
リ
・
ダ
ン
ダ
ス
へ
の
手
紙
』
で
は
、
同
年
の
下
院
に
お
け
る
ダ

ン
ダ
ス
に
よ
る
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
直
接
言
及
し
て
い
る（
（5
（

。
ま
た
、

一
七
八
四
年
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
設
立
以
来
、
ダ
ン
ダ
ス
が
そ
の
活
動
的
な
委

員
の
一
人
で
あ
り
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
監
督
に
あ
た
っ
て
き
た
こ
と

に
も
触
れ
、
イ
ン
ド
財
政
問
題
だ
け
で
な
く
、
政
府
に
よ
る
イ
ン
ド

問
題
に
関
す
る
権
限
の
問
題
や
、
会
社
に
よ
る
イ
ン
ド
統
治
の
問
題

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
七
九
二
年
に
出
版
し

た
『
ヘ
ン
リ
・
ダ
ン
ダ
ス
へ
の
手
紙
』
の
な
か
で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
会

計
士
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（G

eorge Anderson

）
の
批
判

に
反
論
す
べ
く
イ
ン
ド
財
政
問
題
を
詳
細
に
論
じ
た（
（5
（

。
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
は
複
数
の
小
冊
子
を
著
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
冊
は
、
テ
ィ

ア
ニ
ー
が
一
七
九
二
年
の
著
作
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
テ
ィ
ア

ニ
ー
の
著
作
に
対
す
る
反
論
の
書
で
あ
り（
（5
（

、
テ
ィ
ア
ニ
ー
が
再
反
論

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
合
戦
に
も
展
開
し
か
ね
な
い

小
冊
子
を
通
じ
た
両
者
の
論
争
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
両
者
の
イ

ン
ド
財
政
問
題
に
関
す
る
議
論
は
、
非
常
に
専
門
的
で
あ
っ
た
の

で
、
両
者
の
著
作
が
十
分
に
読
者
の
理
解
を
得
ら
れ
た
の
か
は
疑
わ

し
い
。

　
ほ
か
に
も
著
述
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ロ
ー
フ
ォ
ー
ド
（G

eorge 
Craufurd

）
が
イ
ン
ド
財
政
問
題
の
正
確
な
情
報
を
公
に
す
べ
き
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「
イ
ギ
リ
ス
下
院
に
お
け
る
『
イ
ン
ド
予
算
』
の
登
場
」（
鹿
野
）

と
し
て
、
一
七
八
九
年
と
九
〇
年
に
小
冊
子
を
出
版
し
て
い
る（
（5
（

。
こ

れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
出
版
物
は
、
同
じ
イ
ン
ド
財

政
問
題
を
扱
っ
て
い
て
も
、
そ
の
出
版
の
意
図
や
立
場
は
様
々
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
ク
ロ
ー
フ
ォ
ー
ド
が
考
え
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
出

版
物
は
そ
れ
ま
で
一
部
の
人
々
に
し
か
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
イ

ン
ド
財
政
問
題
、
と
き
に
は
イ
ン
ド
に
関
す
る
よ
り
広
い
問
題
が
、

公
に
提
供
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
本
稿
で

と
り
あ
げ
た
の
は
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
に
関
係
す
る
出
版
物
の
み
で

あ
る
が
、
一
七
九
三
年
の
東
イ
ン
ド
会
社
特
許
状
更
改
に
む
け
て

一
七
九
〇
年
前
後
か
ら
徐
々
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
業
・
貿
易
に
関

す
る
数
多
く
の
著
作
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

同
時
期
か
ら
フ
ラ
ン
ス
と
の
開
戦
を
危
惧
す
る
風
潮
が
イ
ギ
リ
ス
政

界
や
社
会
の
な
か
で
広
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
帝
国
防
衛
の
要
と
し

て
イ
ン
ド
の
軍
事
問
題
も
ま
た
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
や
そ
の
報
道
記

事
、
関
連
す
る
出
版
物
は
そ
れ
以
前
に
比
べ
よ
り
幅
広
い
人
々
の
関

心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
イ
ン
ド
に
関
す
る
情
報
に
対
す
る
人
々
の
関
わ
り
方
が
変
化

す
る
時
期
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
が
東
イ
ン
ド
会
社
の
報
告
を
も
と
に

毎
年
議
会
に
そ
の
財
政
状
況
を
中
心
と
し
た
イ
ン
ド
予
算
演
説
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド

に
関
す
る
問
題
が
広
く
公
衆
の
関
心
を
引
く
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
な

か
で
、
毎
年
の
よ
う
に
「
イ
ン
ド
予
算
演
説
」
と
し
て
イ
ン
ド
問
題

が
下
院
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
ご
く
一
部
の

専
門
家
に
よ
っ
て
の
み
扱
わ
れ
た
イ
ン
ド
問
題
が
、
広
く
公
衆
の
議

論
を
可
能
に
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ

リ
ス
政
治
に
お
い
て
は
、
こ
の
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
際
の
議
場
で
展

開
さ
れ
る
議
論
と
そ
の
論
点
は
、
政
府
の
イ
ン
ド
政
策
を
も
公
衆
の

眼
前
に
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
み
て
き
た
よ
う
な
新
聞
記
事
や
小

冊
子
の
内
容
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
や
イ
ン
ド
財
政
そ
の
も
の

と
い
う
よ
り
は
イ
ン
ド
予
算
演
説
で
議
論
さ
れ
た
そ
れ
以
外
の
イ
ン

ド
政
策
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
同
時
代

の
人
々
は
、
イ
ン
ド
財
政
問
題
そ
の
も
の
よ
り
も
、
イ
ン
ド
予
算
演

説
で
示
さ
れ
る
イ
ン
ド
政
策
へ
関
心
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

お
わ
り
に

　
一
八
世
紀
後
半
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
獲
得
し
た
イ
ン
ド
の
富
は
、

財
政
的
困
難
を
抱
え
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
。
し

か
し
、
政
府
や
会
社
株
主
が
イ
ン
ド
か
ら
の
送
金
を
過
大
に
要
求
し

た
こ
と
や
、
徐
々
に
肥
大
化
す
る
イ
ン
ド
で
の
戦
費
に
よ
っ
て
、
会

社
は
ロ
ン
ド
ン
で
も
イ
ン
ド
で
も
巨
額
の
負
債
に
苦
し
む
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

な
論
点
と
な
っ
た
の
が
イ
ン
ド
負
債
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ン

ド
負
債
額
増
大
の
主
要
因
で
あ
っ
た
送
金
の
た
め
の
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト

メ
ン
ト
は
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
中
で
は
、
ベ
ン
ガ
ル
収
入
の
余
剰

金
で
十
分
に
割
り
当
て
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
む
し
ろ
、
イ
ン
ド

歳
入
の
余
剰
金
は
、
イ
ン
ド
負
債
の
返
済
つ
ま
り
負
債
総
額
の
削
減

に
充
て
る
べ
き
と
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
予
算
演
説
や
そ
の
議
論
で
は
、

ベ
ン
ガ
ル
の
豊
か
さ
は
議
場
の
全
員
に
共
通
の
前
提
事
項
で
あ
り
、

時
に
そ
の
豊
か
さ
は
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
七
八
七
年
か
ら

下
院
に
登
場
し
た
イ
ン
ド
予
算
演
説
は
、
そ
の
会
計
報
告
な
い
し
財

政
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
さ
ほ
ど
の
意
義
を
も
つ
と
は
考
え
ら

れ
な
い（
（5
（

。
本
稿
の
目
的
は
、
イ
ン
ド
予
算
演
説
を
イ
ギ
リ
ス
政
治
史

の
文
脈
で
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、
予
算
演
説
で
報
告
さ
れ
る
具
体

的
数
字
を
み
る
こ
と
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
す
な
わ
ち
政

府
が
イ
ン
ド
問
題
を
ど
の
よ
う
に
下
院
で
報
告
し
、
そ
の
報
告
内
容

が
ど
の
よ
う
に
議
会
内
外
で
評
価
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
み
る
こ

と
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
イ
ン
ド
予
算
演
説
が
「
登
場
」
し

た
こ
と
の
意
義
を
検
討
し
て
き
た
。

　
下
院
で
は
、イ
ン
ド
負
債
額
と
そ
の
弁
済
の
問
題
が
重
要
視
さ
れ
、

そ
の
弁
済
に
十
分
な
収
入
が
ベ
ン
ガ
ル
に
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
下
院
報
告
の
情
報
は
、
新
聞
や
政
治
的
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
で
議
会
外
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
毎
年
か
な
ら
ず
下
院
で

イ
ン
ド
予
算
演
説
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、会
社
の
経
営
問
題
で
あ
れ
、

イ
ン
ド
統
治
の
問
題
で
あ
れ
、
毎
年
か
な
ら
ず
イ
ン
ド
関
連
問
題
が

議
論
さ
れ
る
こ
と
を
も
意
味
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
新
聞
等
の
定

期
刊
行
物
や
政
治
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
る
こ

と
で
、
そ
の
影
響
は
議
会
外
に
も
及
ん
だ
。
以
上
を
整
理
す
る
と
、

下
院
に
登
場
し
た
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
意
義
は
、
イ
ン
ド
財
政
問
題

を
切
り
口
と
し
た
イ
ン
ド
政
策
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
や
一
部
の
専
門

家
に
限
ら
れ
な
い
よ
り
広
い
イ
ギ
リ
ス
国
民
一
般
の
も
と
に
公
に
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
イ

ン
ド
予
算
演
説
の
は
じ
ま
り
は
、
た
ん
な
る
東
イ
ン
ド
会
社
の
収
支

報
告
な
い
し
イ
ン
ド
財
政
報
告
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
イ
ギ
リ
ス
政
治

に
お
け
る
「
イ
ン
ド
政
策
の
は
じ
ま
り
」
と
い
え
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
イ
ン
ド
予
算
演
説
の
「
登
場
」
を
評
価

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
イ
ン
ド
予
算（
演
説
）

の
意
義
を
よ
り
広
い
意
味
で
検
討
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
実
証

的
考
察
が
求
め
ら
れ
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
本
稿
は

そ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
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註 （１
）28

G
eo. III, c. 8.

（
２
）
一
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
イ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
直
接
統
治
下

に
な
く
、
あ
く
ま
で
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
統
治
下
に
お
か
れ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、本
来
は
「
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
領
イ
ン
ド
」

と
す
る
の
が
正
確
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
以
下
、
便
宜
的
に
「
英

領
イ
ン
ド
」
と
表
記
す
る
。

（
３
）
正
規
軍
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
史
料
で
は
、
同
時
期
の
英
領
イ
ン
ド

に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
中
心
的
軍
事
力
で
あ
っ
た
「
東
イ
ン
ド
会
社

軍
」（C

om
pany’s arm

y
）に
対
し
て
、基
本
的
に「
国
王
軍
」（K

ing’s 
arm

y, M
ajesty’s forces

）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
時
の

会
社
軍
は
ひ
と
つ
の
軍
隊
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
希
薄
で
、
イ
ン
ド

に
お
け
る
各
管
区
（
ベ
ン
ガ
ル
、
マ
ド
ラ
ス
、
ボ
ン
ベ
イ
）
で
そ
れ

ぞ
れ
独
自
に
発
展
し
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
現
地
の
軍
事
関
連
史

料
の
な
か
で
は
、
ベ
ン
ガ
ル
軍
（Bengal Arm

y
）、
マ
ド
ラ
ス
軍

（M
adras A

rm
y

）、
ボ
ン
ベ
イ
軍
（Bom

bay Arm
y

）
と
い
っ
た

個
別
の
軍
隊
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

（
４
）
役
員
会
は
、
株
主
総
会
で
選
出
さ
れ
る
二
四
名
の
役
員
（
理
事

: director

）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
会
社
の
最
高
決
定
機
関
。
東
イ

ン
ド
会
社
に
関
す
る
邦
語
訳
は
あ
ま
り
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
理
事

会
」
や
「
取
締
役
会
」
の
場
合
も
あ
る
が
本
稿
で
は
役
員
会
と
し
た
。
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膨
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イ
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イ
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イ
ン
ド
利
害
集
団
の
一
角
を
成
し
、
ス
コ
ッ
ト
少

佐
同
様
に
イ
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問
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さ
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。
イ
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イ
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。
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ス
の
イ
ン
ド
統
治
―
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イ
ン
ド
会
社

と
「
国
費
流
出
」』（
阿
牛
舎
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
駒
沢
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
非
常
勤
講
師
）

※
訂
正

本
論
文
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
の
訂
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
七
七
頁
・
タ
イ
ト
ル
〉

　（
誤
）「
イ
ギ
リ
ス
下
院
に
お
け
る
『
イ
ン
ド
予
算
』
の
登
場
」　

　（
正
）
イ
ギ
リ
ス
下
院
に
お
け
る
「
イ
ン
ド
予
算
」
の
登
場 

　
以
上
の
誤
り
を
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
立
教
大
学
史
学
会
史
苑
編
集
委
員
会
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The Emergence of the ‘East India Budget’ in the House of Commons

SHIKANO, Mie,

This paper explores the East Indian affairs in the late eighteenth 
century British politics. In particular, it focuses on the ‘East India bud-
get’ in the House of Commons between 1787 and 1793. The ‘East India 
budget’ was opened first in 1787, and then it was annually opened in 
the House of Commons by the Board of Control which was created to 
manage Indian affairs by Pitt’s India Act of 1784. 

During the second half of the eighteenth century, the British gov-
ernment suffered serious fiscal problems due to the rising cost of wars, 
and the ministers attempted to introduce reforms to reduce the national 
debt. At around the same time, many politicians in London had been 
attracted to the ‘East Indian wealth’. Therefore, the conventional view 
of Indian problems in the eighteenth century has had the attention 
in economic or fiscal history. In practice, it was the economic problem 
that North’s Regulating Act of 1773 concentrated on. But we should not 
overlook the fact that the political elements of the Indian affairs was 
important to the late eighteenth century British politics, especially after 
the introduction of the Pitt’s India Act of 1784. The ‘East India budgets’, 
which was the main target of Pitt’sEast India policy,debated not only 
about the East India Company’s finance, but also about the political 
elements of the Indian affairs in domestic arena. By focusing on the po-
litical elements, this article attempts to clarify the East India problems 
in the late eighteenth century. 

This paper begins with an overview of the East India financial 
problems in the second half of the eighteenth century. Next, it turns to 
the debates on the ‘East India budgets’ from 1787 to 1793, then ana-
lyzes newspapers, contemporary political pamphlets and tracts about 
East Indian affairs. In conclusion, this paper shows what meanings did 
the East India budget sannually open in the House of Commons from 
1787 for the British politics. 


